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 この度、連盟では「第 21 回全日本シニア軟式野球選手権大会の開催」について、

役員会を開催し「８月１９日に中止を決定」いたしました。 

チーム関係者の皆様をはじめ、大会関係者の皆様方に多大なご迷惑をおかけい

たしますが、連盟の実情をご推察賜りご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

 日本国内における新型コロナウイルス感染拡大の猛威は、専門家も予測ができ

ないほどの驚異的なスピードでまん延しており、政府も「国民の命と健康を守るた

め」懸命の努力と施策で対応しておりますが、この勢いを防止するための特効薬を、

直ちに処方すべきことができないのが国内を含め世界全体の現実です。 

 連盟では、西日本大会の中止決定後、各種の報道等で情報を収集して「全日本

大会の開催か中止かの判断を、一日も早く決定する。」との方針で事務局を中心

に検討してまいりました。 

 政府は、8 月１７日「緊急事態宣言の対象地域を従来の６都府県に加え、新しく７

府県を８月２０日～９月１２日まで追加」しました。また、まん延防止等重点措置対象

地域も従来の６道県から１０県を追加して今後の拡大防止策としました。 

この先、ワクチン接種と国民への協力頼みの対応策で状況が良くなるか見通し

が立ちません。 

 参加されます「シニア世代の皆様方は、社会にあっては公私とも重要なポストを

担っておられ、国内外における社会的責任は重大です。」 

 このため、大会開催期間中（観察期間中）を含め、一人でも感染者を出す事態が

生ずれば、その社会的な影響は計り知れません。 

 連盟として、事の重大さに鑑み社会的な影響を可能な限り軽減する方策を選択

して今回の「中止決定」を行いました。  

 次年度以降の「全日本シニア軟式野球選手権大会の開催」につきましては、従来

通り「１０月第三週」に開催を予定しています。 

 今後もご指導ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。 




